









































































































































2009年 4月 27日 センター運営会議
2009年 5月 25日 センター運営会議
2009年 6月 29日 センター運営会議
2009年 7月 27日 センター運営会議
2009年 9月 18日 センター運営会議
2009年 9月 29日 センター研究紹介発表会
2009年 10月 19日 センター第 2回学生研究交流会
2009年 10月 6日 部局評価ヒアリング
2009年 11月 2日 センター運営会議
2009年 12月 5日 2009年度公開講演会「日本と東北アジア　大地のつながり」
2009年 12月 21日 センター運営会議
2010年 1月 25日 センター運営会議
2010年 2月 22日 センター運営会議
2010年 2月 20日～ 21日 センターシンポジウム「歴史の再定義　旧ソ連圏アジア諸国・地方における歴史記述と歴史認識」
2010年 3月 24日 センター運営会議





























































学術的貢献機能を高めるために、平成 19年 4月 1日より実施した基礎研究部門、プロジェ
クト研究部門、研究支援部門から成る組織編成により活動を行っている。
　センターの事務組織は、文学研究科事務機構の所管となっており、文学研究科事務長
















































































































































きに署名するとともに、セミナーを実施している。平成 21年度は、11月 19～ 20日に












































































































































─ 国際社会と日常実践の間における承認をめぐる闘争」、「人類学と地域研究 ─ シベリ
アをめぐる省察」などを発表している。また本年度はフィンランドの研究者とともに国
際ワークショップ「北極・アジア・アフリカの遊牧社会における動物の社会的意義」を
開催し、その成果報告集として「Good to eat, good to live with: Nomads and animals 



























































































































































































授 業 科 目 名 担 当 教 員 講 義 題 目 コマ
（総合科目）
東北アジアの隣人達：その多様性 岡洋樹（代表） 東北アジアの隣人達：その多様性 1
基 幹 科 目　　コマ数：4
歴史と人間社会 平川　新 江戸時代の日本 1
ジェンダーと人間社会 栗林　均 日本語におけるジェンダー 1
科学技術とエネルギー 明日香壽川 アジア環境エネルギー問題：地球温暖化問題と越境汚染問題を中心に 1
自然と環境 石井　敦 環境外交における科学と政治 1
展 開 科 目　　コマ数：5
歴史学 磯部　彰 西遊記から見る東アジア世界文化史 1
歴史学 寺山恭輔 ロシア現代史入門 1
文化人類学 高倉浩樹 異文化理解の視点からみる世界の諸文化 1





共 通 科 目　　コマ数：18
基礎ロシア語Ⅰ 柳田賢二 ロシア語入門 1 2
基礎ロシア語Ⅱ 柳田賢二 ロシア語入門 2 2
展開ロシア語Ⅰ 柳田賢二 中級ロシア語 1 1
展開ロシア語Ⅱ 柳田賢二 中級ロシア語 2 1
展開ロシア語Ⅲ 柳田賢二 上級ロシア語 1 1
展開ロシア語Ⅳ 柳田賢二 上級ロシア語 2 1
基礎中国語Ⅰ 上野稔弘 中国語初級 3
基礎中国語Ⅱ 上野稔弘 中国語初級 3
展開中国語Ⅰ 上野稔弘 中国語中級 1
展開中国語Ⅱ 上野稔弘 中国語中級 1
モンゴル語Ⅰ 岡　洋樹 モンゴル語 I 1
モンゴル語Ⅱ 岡　洋樹 モンゴル語 II 1
合　　計 28
授 業 科 目 名 担 当 教 員 講 義 題 目 コマ
基礎ゼミ 塩谷昌史 国際関係の中のロシア 1







































































A　教員等の配置、研究組織構成状況（2010 年 1 月現在）



















准教授 1996.12- 寺山　恭輔 ロシア・ソ連史、日露・日ソ関係史
准教授 2000.10- 高倉　浩樹 社会人類学、シベリア民族誌
助　教 1999.2- 塩谷　昌史 ロシア経済史、ロシアとアジアとの経済関係
助　手 2005.4- 徳田由佳子 科学技術、シベリア地域研究
モンゴル・
中央アジア研究
教　授 1999.10- 栗林　　均 言語学・音声学、モンゴル語学
教　授 2006.4- 岡　　洋樹 東洋史、モンゴル史
准教授 1997.4- 柳田　賢二 言語学、ロシア語学、言語接触の研究
中国研究
教　授 1996.10- 磯部　　彰 中国文学、東アジア文化史
教　授 1996.5- 瀬川　昌久 文化人類学、華南地域研究
教　授 2004.4- 明日香壽川 環境政策論
准教授 2001.4- 上野　稔弘 中国現代史、中国民族学
日本・朝鮮
半島研究
教　授 1996.5- 平川　　新 日本近世政治経済史
准教授 2004.10- 石井　　敦 国際関係論、科学技術社会学
地域生態系
研究 准教授 1997.4- 鹿野　秀一 微生物生態学、システム生態学
地球化学研究
教　授 2008.4- 石渡　　明 岩石学、地質学
助　教 1999.2- 後藤　章夫 火山物理学、マグマ物性
助　教 1997.5- 宮本　　毅 火山岩岩石学、火山地質学
助　教 2008.12- 平野　直人 地質学、岩石・鉱物・鉱床学、地球宇宙科学
地域計画科学
研究
教　授 2006.4- 奥村　　誠 土木計画学、交通計画
助　教 2009.4- 大窪　和明 地域計画学、物流計画、静脈物流
環境情報科学
研究 教　授 2001.4- 工藤　純一 環境情報学、デジタル画像理解学
資源環境科学
研究
教　授 1997.4- 佐藤　源之 電磁波応用工学 





















区　　　　　　　　　分 教　　授 准 教 授 助教・助手
教員の平均年齢　　　（2010年 3月現在） 53.9歳 45.2歳 38.1歳
教員の平均勤続年数　（　　　〃　　　） 10年 8月 10年 6月 6年 6月
博士号取得者数　　　（　　　〃　　　） 9人 3人 4人
C　専任教員の最終出身大学院
　
D　研究支援組織の整備・機能状況（2010 年 1 月現在）
　　 所　　属 職　　名 氏　　名
事　務　室
文学部事務長 佐藤　克義
専 門 員 鴇田　敬二
主 任 伊藤亜紀子

















教　授 2008.4- 赤池　伸一 科学技術振興、国際技術移転










氏　名 期　間 受入プロジェクトユニット名 受入教員
佐藤　大介 2007.5.1～ 2010.3.31 歴史資料保全のための地域連携研究ユニット 平川　　新
包　　聯群 2007.5.1～ 2010.3.31 東北アジア民族文字・言語情報処理研究ユニット 栗林　　均
小野寺歌子 2007.5.1～ 2010.3.31 前近代における日露交流史料研究ユニット 寺山　恭輔
柳　　静我 2009.7.6～ 2010.3.31 東アジア出版文化国際研究拠点の形成研究ユニット 磯部　　彰




～ 2010.3.31 〃 佐藤　源之
鈴木健太郎 2008.11.1～ 2010.3.31 東アジアにおける移民の比較研究ユニット 瀬川　昌久
木曽　恵子 2009.4.1～ 2010.3.31 東アジアにおける移民の比較研究ユニット 瀬川　昌久



























































Dendevin Badarch／ 2001.11.1～ 2002.2.14
 ：モンゴル科学技術大学学長




Fan-Niang Kong／ 2002.6.15～ 2002.10.14
 ：ノルウエー土木研究所




















S. V. Rasskazov／ 2004.7.1 ～ 2004.10.31
 ：イルクーツク州立大学教授
尹　豪／ 2004.6.1 ～ 2004.9.30
 ：吉林大学東北亜研究院・副院長
ミン・ビョンウク／ 2004.10.1 ～ 2005.2.10
 ：釜山大学校師範大学国語教育科教授
ウラジミール　ロマノビッチ　ベロスロドフ／ 2004.11.1 ～ 2005.2.28
 ：ロシア科学アカデミーシベリア支部無機化学研究所固体統計熱力学研究部門教授
フグジルト／ 2005.2.11 ～ 2005.5.31
 ：内蒙古大学教授　兼副学長
－ 31－
A. Yurlov／ 2005.3.1 ～ 2005.6.30
 ：ロシア科学アカデミーシベリア支部動物分類学生態学研究所主任研究員
銭　杭（チエン・ハン）／ 2005.6.1 ～ 2005.9.30
 ：中国　上海社会科学院歴史研究所研究員
金　喜俊／ 2005.7.1 ～ 2005.10.31
 ：釜山大学教授
S. A. Papkov／ 2005.10.1 ～ 2006.1.31
 ：ロシア科学アカデミーシベリア支部歴史研究所上級研究員
金　亜秋／ 2005.11.1 ～ 2006.2.28
 ：中国　復旦大学教授
S. Bouterey／ 2006.2.13 ～ 2006.6.30
 ：カンタベリー大学言語文化学部助教授・学部長
N. Yurlova／ 2006.3.1 ～ 2006.6.30
 ：ロシア科学アカデミーシベリア支部動物分類学生態学研究所上級研究員
魏　海泉／ 2006.7.1 ～ 2006.10.31
 ：中国　地震局地質研究所副研究員
S. Formanek／ 2006.7.17 ～ 2006.11.30
 ：オーストリア国立学術アカデミーアジア文化・思想史研究所上級研究員
劉　財／ 2006.11.3 ～ 2007.2.28
 ：中国　吉林大学教授・地球探測科学与技術学院長、地球物理研究所長
ダシダワー，チョローン／ 2006.12.2 ～ 2007.3.15
 ：モンゴル科学アカデミー歴史研究所長




Ignatyeva Vanda／ 2007.7.1～ 2007.9.30
 ：ロシア　サハ共和国アカデミー人文科学研究所政治学社会学部門部長




Voytishek Elena／ 2007.11.5～ 2008.2.29
 ：ロシア　ノボシビルスク国立大学准教授











Black John Andrew／ 2008.11.1～ 2009.3.31
 ：オーストラリア　シドニー大学建築、設計計画学部教授
Stammler Florian ／ 2009.1.16 ～ 2009.7.15
 ：フィンランド　ラップランド大学北極センター上級研究員
Dubinina Nina ／ 2009.4.1 ～ 2009.6.30
 ：ロシア　ハバロフスク国立教育大学教授
Dashi D. Darizhapov ／ 2009.7.1 ～ 2009.12.31
 ： ロシア科学アカデミー・シベリア支部ブリヤート科学センター物理学部リモー
トセンシング研究室長
Erdene Purevjav ／ 2009.8.1 ～ 2009.11.30
 ：モンゴル科学アカデミー言語文化研究所言語研究部門主任






























　　 氏　名 期　間 研　究　課　題
劉　　四新 2007.7.5－ 2007.10.1 ボアホールレーダの数値計算並びに実験
キム　ヂョンホ 2007.7.25－ 2007.8.25 近世韓日の科学技術史と科学技術政策の政治思想的特性に関する比較研究














王　三　慶 2009.5.27 － 2009.8.26 日本の漢文小説研究
ハタンバーナル
ナツァグ　ドルジ
2009.6.10 － 2009.8.29 エルデニ・ゾー寺院の歴史
ダリチャポフ　ブラット 2009.9.18 － 2009.12.31
日本企業のシベリアへの投資に関する
研究
カジ　エ　カレポマ 2009.11.1 － 2010.10.31 人工衛星の画像処理とデータベース構築
　中国政府派遣研究員
　　 氏　名 期　間 研　究　内　容
青格楽図 2006.10.1－ 2007.9.30 モンゴル語文献資料の電子化利用に関する研究
　専門研究員
氏　名 期　間 専　門　分　野
田淵　陽子 2006.4.1－ 2010.3.31 モンゴル史
高木　茂人 2006.4.1－ 2010.3.31 陸水生態学 
吉葉　恭行 2006.7.1－ 2010.3.31 技術史、技術移転論
若林　陵一 2007.4.1－ 2011.3.31 日本中世史
中村　知子 2008.4.1－ 2011.3.31 文化人類学
八島　隆之 2008.4.1－ 2010.3.31 経済哲学
佐藤　憲行 2008.10.1－ 2009.7.16 モンゴル都市史
山口　　睦 2009.4.1－ 2011.3.31 文化人類学・日本研究
孫　　潔 2009.4.1－ 2010.3.31 文化人類学・観光
岡野　淳一 2009.4.1－ 2011.3.31 河川生態・動物行動
－ 35－
























委　員　会　名 委員氏名 任　期 備　考
教育研究評議会 センター長 2009.4.1～ 2011.3.31 評議員
部局長連絡会議 センター長 2009.4.1～ 2011.3.31 部局長
研究所長会議 センター長 2009.4.1～ 2011.3.31 部局長
国立大学附置研究所・センター長会議 センター長 2009.4.1～ 2011.3.31 全国研究所長会議
教養教育改革会議 センター長 2007.10.16～
文系部局長連絡協議会 センター長 2009.4.1～ 2011.3.31 部局長
総長特任補佐 岡　洋樹 2009.4.1～ 2010.3.31
基金企画推進室員 岡　洋樹 2009.4.1～ 2010.3.31（本部推薦）
百年史編集委員会 平川　新 2005.4.1～ （本部推薦）
通史専門委員会　第 2部会 平川　新 任期なし （本部推薦）
キャンパス将来計画委員会 センター長 2009.4.1～ 2011.3.31
広域交通計画等検討委員会 奥村　誠 2007.1～ （本部推薦）
－ 36－
研究推進審議会 奥村　誠 2009.4.1～ 2011.3.31
　研究倫理専門委員会 奥村　誠 2009.4.1～ 2011.3.31
評価分析室 工藤純一 2007.4.1～ 2010.3.31（本部推薦）











学務審議会 磯部　彰 2008.4.1～ 2010.3.31
　全学教育科目委員会
　社会科学、総合科目、外国語 磯部　彰 2009.4.1～ 2010.3.31 審議会委員
　　　外国語 柳田賢二 2009.4.1～ 2010.3.31 専門委員
　　　外国語 上野稔弘 2009.4.1～ 2010.3.31 専門委員
　広報編集委員会 磯部　彰 2009.4.1～ 2010.3.31 審議会委員
片平・雨宮地区等移転整備専門委員会 工藤純一 2009.4.1～ 2010.3.31
片平まつり実行委員会 石渡　明 2009.4.1～ 2011.3.31 5研究所と東北アジアの開催
コラボレーション ･オフィス運営委員会 瀬川昌久 2009.7.1～ 2011.3.31 人文社会系諸部局
情報シナジー機構／情報システム利用連絡会議 工藤純一 2008.4.1～ 2010.3.31
国際高等研究教育機構運営審議会 センター長 2009.4.1～ 2010.3.31 部局長
学際科学国際高等研究センター運営委員会 奥村　誠 2009.4.1～ 2011.3.31
附属図書館商議会 栗林　均 2008.4.1～ 2010.3.31
貴重図書等委員会 栗林　均 2009.4.1～ 2011.3.31
－ 37－
学友会全学協議会 佐藤源之 2009.4.1～ 2010.3.31
運輸交通専門委員会 奥村　誠 2009.4.1～ 2011.3.31 研究所群から 2人





研究教育基盤技術センター運営専門委員会 石渡　明 2008.4.1～ 2010.3.31
埋蔵文化財調査室運営専門委員会 平川　新 2005.7.1～任期なし
埋蔵文化財調査室運営専門委員会調査部会 平川　新 2005.7.1～任期なし
研究所連携プロジェクト GL会議 奥村　誠 2009.4.1～ 第 3期プロジェクト
六カ所村センター検討委員会（仮称） 明日香壽川 2009.4.1～ 2010.3.31
学術資源研究公開センター運営専門委員会 磯部　彰 2008.4.1～ 2010.3.31
川内キャンパス整備委員会 センター長 2008.4.1～ 2010.3.31
川内北キャンパス協議会 センター長 2009.4.1～ 2010.3.31
川北合同研究棟管理委員会 佐藤源之 任期なし
＜センター内各種委員会＞
































































































区　　　　分 2005 2006 2007 2008 2009










科 学 研 究 費 補 助 金 98 79 67 82 78
科学研究費補助金以外の政府資金 29 53 50 0 136
民 間 等 と の 共 同 研 究 0 0 0 12 13
受 託 研 究 3 5 4 7 20
受 託 事 業 0 0 6 6 11
寄 附 金 13 9 1 3 1
学 術 指 導 1 1 0 1 1
総　　　　計 605 646 667 617 794





　　 区　　　分 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度
人件費 運営費交付金 279 326 358 310 299
物件費
運営費交付金 167 164 160 179 204
その他 15 9 21 17 31





2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 計























































































































1.61 1.32 1.63 1.91 2.43 1.73
　＜一人当たりの獲得額（採択金額／教員数）＞（単位：百万円）
2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 計









受 託 研 究
件数 1 1 2 3 5
金額 3,200 5,000 4,460 7,409 20,329
受 託 事 業
件数 1 1 4
金額 5,500 5,500 10,570
寄 附 金
件数 5 9 1 4 2
金額 12,914 9,048 300 3,420 1,181
学 術 指 導
件数 2 1 1 2
金額 1,200 1,000 500 1,210
計
件数 8 11 4 10 15






金額 受　入　先 金額 受　入　先 金額 受　入　先
共同研究
受託研究 2,730 科学技術振興事業団 3,200 科学技術振興事業団 5,000 科学技術振興事業団
1,000 科学技術振興事業団
受託事業
寄附金 9,750 日本鋼管㈱ 10,000 平和中島財団 2,200 住友財団
2,800 合同資源産業㈱ 714 アジア航測㈱ 2,000 合同資源産業㈱
400 斎藤報恩会 400 斎藤報恩会 1,930 平和中島財団
1,500 合同資源産業㈱ 1,500 JFE 21世紀財団
300 ㈱ジャパンエナジー 1,418 ㈱ジャパンエナジー他 4件









受託研究 390 科学技術振興機構 2,860 科学技術振興機構 5,900 科学技術振興機構
4,070 科学技術振興機構 2,500 日本学術振興会 7,865 金沢大学








寄附金 300 斎藤報恩会 220 村田学術振興財団 1,000 カシオ科学振興財団








名　称　・　題　目 研究者 相手方・委託者・寄附者 金　額
民間等との共同研究
地中レーダー利用に関する研究 佐藤源之 東北電力㈱研究開発センター 12,052,000












































（RFBR） 石渡　明 日本学術振興会 2,490,000
二国間国際交流事業ロシアとの共同研究
（RFBR） 鹿野秀一 日本学術振興会 2,300,000
ひらめき☆ときめきサイエンス～ようこそ
大学の研究室へ 佐藤源之 日本学術振興会 280,000
寄附金
カシオ科学振興財団研究助成金 高倉浩樹 カシオ科学振興財団 1,000,000







指導 佐藤源之 日本ガス協会 210,000
－ 45－
　＜補助金間接経費＞
　　 区　　分 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度
補助金間接
経　費
件　数 2 15 23 27
金　額
（百万円）



































2012 清朝宮廷演劇文化の研究（20001001） 24,400 7,320 























































































































































































































































認 可 期 間 2007（平成 19）年度 ～ 2010（平成 22）年度（4年間）
組　織







































































































































































Jun-ichi Kudoh, Yasuhiro Yukimatsu and Yuako Tokuda edited, 
Proceedings of the Tohoku University and Russian Academy of 
Sciences Collaborative Research Promotion Workshop, jointly 
International Science and Technology Center Japan Workshop, 













認 可 期 間 2007（平成 19）年度 ～ 2009（平成 21）年度（3年間）
組　織














































































































































































































































認 可 期 間 2007（平成 19）年度 ～ 2011（平成 23）年度（5年間） 
組　織





























































































































































































































































・ 佐藤大介「「二度目の震災」から一年 ─ 岩手・宮城内陸地震での歴史
資料保全活動の成果と課題」『地方史研究』340号、2009年 5月刊行
〔その他の公表〕
・ 佐藤大介「「宮城方式」での歴史資料保全技術 ─ 「千年後に史料を残す」






































・ 「河北新報」朝刊社会面 2009年 9月 23日「伊達家重臣遠藤基信あて書状発
見　戦国時代の貴重資料」 
・「朝日新聞」朝刊宮城面　同日「4百年前の古文書、伊達家の外交物語る」








認 可 期 間 2007（平成 19）年度 ～ 2009（平成 21）年度（3年間）
組　織






























参加者：研究組織 3名、モニター 3名、その他 8名























ル語ローマ字転写配列 ─ 』（東北大学東北アジア研究センター、2010年 2


























































































































































認 可 期 間 2007（平成 18）年度 ～ 2011（平成 22）年度（5年間）
組　織




















外部評価会の実施 （中間 ･最終）：2010年 2月 23日
参加者：研究組織 3名、モニター 3名















































































































































































る 18～ 19世紀の日露関係　第五集』『東北アジア研究叢書』第 39号、
2010年 3月、249頁。
2．寺山恭輔「ロシア極東の形成 ─ N.I.ドゥビーニナ著『プリアムール



























































































































































認 可 期 間 2007（平成 19）年度～ 2011（平成 23）年度（5年間）
組　織





































































































































































　　　8:30-11:30, 13:30-16:30 大学院学生向け集中講義 
 GPR Application to Environmental and Engineering Problems
　　9月 9日 Field Work　東北石油局長嶺採油場
　　9月 10日
　　　8:30-11:30　 大学院学生向け集中講義 























































入部　紘一 1 2 0
松本　正芳 0 0 0
チェン シーウェイ 1 0 0
マンスレ ハミス カペェル アリ 1 0 0
林　直樹 3 1 1
ガベル アハマッド エルサイド 1 0 1
フートゥ ツェードラム 0 0 1
唐　一楠 0 0 0
CHEN Jiog 2 0 0
李　瑢宰 1 0 1
金　東勲 1 0 0
ポスドクの活用の有無〔 有 〕
〈活用形態〉




































⑴　POLSARPro Tutorial Notes, ESA　http://earth.esa.int/polsarpro/default.html
⑵　山口芳雄　レーダポーラリメトリの基礎と応用、電子情報通信学会、2007 
⑶　Fawwaz T. Ulaby, Fundamentals of Applied Electromagnetics, Prentice Hall, 1997
⑷　Harold Mott, Antennas for Radar and Communications, John Wiely & Sons, 1992

































































IEEE GRSS Japan Chapter
　　　　　http://www.ieee-jp.org/japancouncil/chapter/GRS-29/
⑵ 大学院学生向け　GPR 集中講義　（中国・吉林大学）
2009年 9月 7、8、10日　受講者約 20名
Lecture at Jilin University on GPR Application to Environmental and Engineering 
problems
(Abstract of the lecture)
This course will be held to introduce the Ground Penetrating Radar (GPR) 
technology to students who has fundamentals in geophysics. GPR has been widely 
accepted in many subsurface applications. They include Geology, Geophysics, 
Hydro-geology, Archaeology, Civil Engineering and landmine detection. Especially 
its capability of detecting and monitoring ground water condition is remarkable. 
In this seminar, I would like to introduce the fundamental technology of GPR to 
actual applications I various fields. 
GPR technology is closely related to Electromagnetic wave theory and signal 
processing technology. Therefore, I believe this seminar is also very useful for 
researchers and graduate students who are studying electrical communications 
and signal processing theory. At the same time, GPR uses signal processing 
very similar that has been used in seismic signal processing. Application to oil 
exploration and water resources survey is also one of the most interesting topics. 
　Day 1　(7 September)
　　8:30-9:50 Overview of GPR
　　10:00-10:30 Electromagnetic properties of Rock and Soil 
　　10:30-11:00 Reflection, Refraction and Transmission of EM wave in material 




　Day 2 (8 September)
　　8:30-9:00 EM numerical simulation by FDTD
 FDTD simulator demonstration
　　9:00-10:00 EM wave in conducting material（日本語 PPT追加）
　　10:10-10:40 Radiation of Electromagnetic Wave and Antennas
　　10:40-11:40 GPR system Operation of GPR system
　　11:40-12:30 Fundamental of Fourier Transformation (without text) 
　　13:30-14:30 Radar Imaging (PDF file)
 GPR field demonstration
　Day 3 (10 September)
　　8:30-9:30 Fundamental of GPR signal processing (PDF file)
 Radar measurement and signal processing
　　9:30-11:30 GPR signal processing software (RADPRO demonstration)
 Short test




Advanced Radar Technologies for Environment Studies
　　In this lecture, I will summarize recent radar research activities at 
Tohoku university, and then, I will summarize GPR and SAR methodologies, 
which have been employed in the recent GPR and SAR studies. GPR has 
been used for detection of buried objects, but recently, it has been applied 
for more complicated applications. Now we are interested in the qualitative 
interpretation of GPR and SAR information. Applications of GPR and SAR 
are also rapidly expanding. I will introduce a few new applications of GPR 



















2009年 5月： クロアチア地雷除去センター CROMAC隊員 2名をデンマーク・カル
プ空港内に設営した地雷テストレーンに派遣し、2週間の DeFuse試験に参加した。
2009年 7-9月：カンボジア地雷除去センター CMAC隊員 6名による実地雷原におけ
る ALIS評価試験を実施した。都合 30個以上の地雷除去に成功。








































































































日時　2009年 10月 8日（木）　13：00～ 18：00
　　　2009年 10月 9日（金）　09：30～ 12：40

















［招待講演］Advanced real time techniques for GPR imaging of landmines






Basic Experimental Model for the Simulation of Various GPR Structures






Numerical simulation for removing the steel-bars scattering wave during NDT 
of Concrete structure
　○ Yonghui Zhao・Jiansheng Wu・Xiongyao Xie（Tongji Univ.）
⑼ 16:55-17:20
Potential of monostatic proximal penetrating radar for non-destructive inspection 
of concrete structures
　○  Claudio Patriarca（TUD）・Sebastien Lambot・Mohammad R. Mahmoudzadeh・
Julien Minet（UCL）・Evert Slob（TUD）
⑽ 17:20-18:00
［招待講演］[Invited Talk] GPR Imaging strategies for subsurface object detection 
from coherent radiometry data
　○  Evert Slob・Juerg Hunziker（TU Delft）・Seiichiro Kuroda（Nat. Inst. for 
Rural Engin.）
10月 9日（金）午前　非破壊検査 （09：30-10：45）
⑾ 09:30 - 09:55
偏波 GB-SARによる壁内部の計測および解析
　○李　ヨンジェ・佐藤源之（東北大）
⑿ 09:55 - 10:20
Non-destructive 3D Ground Penetrating Radar for Imaging Tree Root 
Architecture
　Mahmoud Gaballah・○Motoyuki Sato（Tohoku Univ.）
⒀ 10:20 - 10:45
A non-destructive approach to test the dielectric constant by GPR antenna array




10月 9日 (金 ) 午後 防災・減災 （11：00-12：40）
⒁ 11:00 - 11:25
岩手・宮城内陸地震被災者の D-GPS装備金属探知機による捜索
　○佐藤源之・アントワン パリソド・城戸隆・三浦哲・太田雄策（東北大）
⒂ 11:25 - 11:50
PALSAR/Full polarimetryモードを用いた土砂災害域検出
　○渡邉学・佐藤源之（東北大）
⒃ 11:50 - 12:15
Application of GPR ground wave to monitor seasonal variations of surface 
moisture contents at a kanto loam field site
　○ Baby Pallavi・Hirotaka Saito・Makoto Kato（TUAT）
⒄ 12:15 - 12:40
Direct determination of water-table depths and EM wave velocities using 
multiple offset GPR profiling data in peatland
　 ○ Hirotaka Saito・Serika Matsushima・Kei Asada・Kumi Inden（TUAT）・








研究論文（2009年 4月～ 2010年 3月）
著書
[1] Anti-personnel Landmine Detection for Humanitarinan Demining
（執筆担当部分）Chapter Principles of Mine detection by Ground-penetrating Radar, 
Development of Dual Sensor and Deployment in Mine Affected Countries [Springer, 
(2009)5月 ] Motoyuki Sato
学術雑誌
[1] Profiling the Rough Surface by Migration. [IEEE Geoscience and Remote 
Sensing Letters, 6 (2), (2009), 258-262] Xuan Feng, Motoyuki Sato, Cai Liu, and Yan 
Zhang 
[2] Simultaneous Observation Data of GB-SAR and PiSAR to Detect Flooding in 
an Urban Area. [EURASIP Journal on Advances in Signal Processing, (Article ID 
560512), (2010)] Manabu Watanabe, Masayoshi Matsumoto, Masanobu Shimada, 
Tomohito Asaka, Hajime Nishikawa, and Motoyuki Sato 
[3] Fk-Filter Designs to Suppress Direct Wave for Bistatic Ground Penetrating 
Radar. [IEEE Transactions on Geoscience and Remote Sensing, 48 (3), (2010),
 1433-1444] Naoki Hayashi and Motoyuki Sato
国際会議（査読付き）
[1] ALIS evaluation tests in Croatia. [SPIE Proceedings, (2009)] Motoyuki Sato, 
Jun Fujiwara and Kazunori Takahashi 
[2] ALIS evaluation tests in Croatia and Cambodia. [Hudem2009, (2009)]Motoyuki 
Sato, Jun Fujiwara, Takashi Kido and Kazunori Takahashi 
[3] HIGH RANGE RESOLUTION DIRECTIONAL BOREHOLE RADAR FOR 
3-D FRACTURE DELIN-EATION. [IGARSS2009, (2009)] Motoyuki Sato, Takuya 
Takayama 
[4] Measurement and Analysis of paddy field by polarimetric GB-SAR. 
[IGARSS2009, (2009)] Naoki Hayashi and Motoyuki Sato 
[5] New technical approaches in borehole radar for quantitative analysis of 








[3] Coherent Scatterer in Forest Environment:Detection, Properties and Applications. 
[SAR worcshop2009,(2009)] Koichi Iribe, Konstantinos Papathanassiou, Irena 
Hajnse2, PauPrats, Motoyuki Sato 
[4] ALISによるカンボジアでの地雷検知評価試験。［信学技報SANE2009-67、109（72）、
（2009）、13-18］佐藤源之 
[5] 偏波 GB-SARによる壁内部の計測および解析。［信学技報 SANE2009-75、109（72）、
（2009）、61-66］李　ヨンジェ、佐藤源之 
[6] Non-destructive 3D Ground Penetrating Radar for Imaging Tree Root 
Architecture.［信学技報 SANE2009-76、109 (72)、(2009)、67-72］ Mahmoud Gaballah、
Motoyuki Sato 
[7] A non-destructive approach to test the dielectric constant by GPR antenna 














[12] A PRE-TEST APPROACH FOR SPECKLE FILTERING IN POLARIMETRIC 
SAR DATA. ［電子情報通信学会 2010年総合大会講演論文集、A-4-1、（2010）］Jing 
Chen, Yilun Chen、Jian Yang and Motoyuki Sato 23）地雷検知用バイスタティック
地中レーダシステム。［電子情報通信学会 2010年総合大会講演論文集、B-2-17、（2010）］
林直樹、佐藤源之
[13] Non-destructive estimation of dielectric constant by GPR antenna array. ［電
子情報通信学会 2010年総合大会講演論文集、B-1-148、（2010）］佐藤源之、劉　海
[14] Numerical Simulation of Detecting of a Subsurface Cylindrical Cavity by 
Polarimetric Cross -hole radar. ［電子情報通信学会 2010年総合大会講演論文集、
B-2-34、（2010）］金　東勲、佐藤源之
[15] ワイヤを用いたポーラリメトリック GB-SARの偏波校正。［電子情報通信学会 
2010年総合大会講演論文集、B-1-180、（2010）］松本正芳、佐藤源之
[16] Ultra Wideband Radiolocation of a Forest.［電子情報通信学会 2011年総合大会
講演論文集、B-2-53、（2010）］Andley Klokov, Vladimir Yakbov and Motoyuki Sato 
[17] Scattering Structure Discrimination Based on Spatial- Domain Polarimetric 
Characters. ［電子情報通信学会 2012年総合大会講演論文集、B-2-66、（2010）］Siwei 
Chen and Motoyuki Sato 
[18] 実環境電波伝搬散乱解析のための FDTD数値モデル構築。［電子情報通信学会
2010年総合大会講演論文集、B-1-42、（2010）］小山田拓司、園田潤、金澤靖、佐藤源之
[19] 実モデル大領域電磁界解析のための移動領域 FDTD法。［電子情報通信学会 2010
年総合大会講演論文集、B-1-43、（2010）］及川貴瑛、園田潤、佐藤源之
[20] 高精度最適 2次 FDTD法による大規模実モデル電波伝搬解析。［電子情報通信学
会 2011年総合大会講演論文集、CS-1-6、（2010）］園田潤、Hee Joon Kim、佐藤源之
－ 89－




























認 可 期 間 2008（平成 20）年度 ～ 2011（平成 23）年度（4年間）
組　織
















































































































































































































認 可 期 間 2009（平成 21）年度 ～ 2015（平成 27）年度（7年間）
組　織































































































































































































認 可 期 間 2009（平成 21）年度 ～ 2013（平成 25）年度（5年間）
組　織











































































































































F. Stammler and H. Takakura eds. Good to Eat, Good to Live with: 


















































1．Social significance of animals in nomadic pastoral societies of the 
Arctic, Asia and Africa
　（北極・アジア・アフリカの遊牧社会における動物の社会的意義）
　Venue: 4F Meeting room (436), Centre for Northeast Asian Studies, 
Tohoku University, Sendai
　Timeline: 2009 May 16-17 (Sat-Sun)









［図］　Florian Stammler and Hiroki Takakura eds. [2010] Good to eat, good 
to live with: nomads and animals in Northern Eurasia and Africa. 
(NEASS11). 243pages. Sendai: CNEAS, Tohoku University. 
［論］　Takakura, Hiroki [2010] Arctic pastoralism in a subsistence continuum: 
a strategy for differentiating familiarity with animals.[Good to eat, 
good to live with: nomads and animals in Northern Eurasia and Africa. 






［論］　Takakura, Hiroki [2009] The concept of manhood in post-socialist 



































研 究 題 目
中国の民族理論とその政策的実践の文化人類学的検証
― 中華民族多元一体構造論を中心に ― 
研 究 期 間 2005（平成 17）年度 ～ 2009（平成 21）年度（5年間） 
研 究 組 織


































































































































































































































研 究 題 目 西シベリア塩性湖チャニー湖における高次消費者を中心とした生態系解析
研 究 期 間 2007（平成 19）年度 ～ 2009（平成 21）年度（3年間） 
研 究 組 織















































































































































〔 ○ 〕科学研究費補助金ほか政府関係資金〔金額 3,100,000円〕
〔 　 〕総長裁量経費〔金額　　　　〕
















Tuesday, November 17, 2009
13:00～ 16:00
Meeting Room 436 of CNEAS
2009年 11月 17日（火）13:00～ 16:00、東北アジア研究センター大会議室
Shikano Shuichi (Tohoku Univ.)
Interannual fluctuation in the surface area of the Lake Chany from 1999 to 2009 
using NOAA images
ノア画像を用いた 1999年～ 2009年間のチャニー湖湖面の年間変動
Ota Hiroshi (Tohoku Univ.)
Salt tolerance of Amphibian
両生類の塩分耐性
Ellena N. Yadrenkina (Institute of Systematic and Ecology of Animals, SB RAS)
Spatial organization of fish populations in tributaries of large lake’s system
大きな湖の支流域における魚類個体群の空間的構造
Kanaya Gen (National Institute for Environmental Studies)
Inter-species variation in the food sources of omnivorous cyprinid fishes in the 
Kargat River estuary
カルガット川河口域における、雑食性コイ科魚類の餌利用における種間変動
Shiotani Masashi (Tohoku Univ.)
From the viewpoint of statistical data
統計データからの視点
Nataliya I. Yurlova (Institute of Systematic and Ecology of Animals, SB RAS)
Host-parasite interactions in Chany Lake ecosystem, West Siberia, Russia
ロシア西シベリアチャニー湖生態系における寄生者・宿主関係
Mizota Chitoshi (Iwate Univ.)
Nitrogen dynamics associated with the breeding activity of Corvus frugilegus
ミヤマガラス営巣地をめぐる窒素動態
Alexander K. Yurlov (Institute of Systematic and Ecology of Animals, SB RAS)
Ecology and migration of birds in Chany Lake area, West Siberia, Russia
ロシア西シベリアチャニー湖の鳥類の生態と渡り
Seminar





Tuesday, January 12, 2010
13:30～ 15:00
Meeting Room 436 of CNEAS





1. Elena Zuykova (Institute of Systematic and Ecology of Animals, SB RAS)
“Morphological and genetic differentiation of some species of genus Daphnia in 
Chany Lake” 
チャニー湖の Daphnia属のいくつかの種における形態的遺伝的分化
2. Viktor Glupov (Director, Institute of Systematic and Ecology of Animals, SB RAS)










Contribution of organic matter sources to cyprinid fishes in the Chany 
Lake-Kargat River estuary, western Siberia. Kanaya G, Yadrenkina 
E, Zuykova E, Kikuchi E, Doi H, Shikano S, Mizota C, and Yurlova N. 
Marine and Freshwater Research 60:510-518 (2009)
Stable isotope characterization of fluids form the Lake Chany 
complex, western Siberia, Russian Federation. Mizota C, Doi H, 




一、金谷弦、安野翔、E. N. Yadrenkina, E. I. Zuykova, A. K. Yurlov. 日


















研 究 題 目
旧ソ連圏アジア地域の学術・教育におけるアイデンティティ再構築に関する
研究 
研 究 期 間 2007（平成 19）年度 ～ 2009（平成 21）年度（3年間） 
研 究 組 織





























































































































































































































研 究 題 目 二十世紀の東北アジアをめぐる中国、ロシア（ソ連）史の課題と展望
研 究 期 間 2007（平成 19）年度 ～ 2010（平成 22）年度（4年間） 
研 究 組 織

































































































































































































研 究 題 目 北アジアにおける帝国統治とその遺産に関する研究
研 究 期 間 2008（平成 20）年度 ～ 2011（平成 23）年度（4年間）
研 究 組 織

































































































































































































研 究 題 目 湖沼沿岸生態系食物網の解析的研究
研 究 期 間 2008（平成 20）年度 ～ 2010（平成 22）年度（3年間） 
研 究 組 織






















































































































































  （1996年度～ 1997年度、代表者：瀬川昌久）
・近代化過程における東北アジア諸地域の変容の諸問題
  （1996年度～ 1998年度、代表者：吉田忠）
・東北アジア地域における歴史・文化的背景および経済・技術的変遷からみた環境問題
  （1996年度～ 1999年度、代表者：宮本和明）
・日本における北方交流史料の調査と分析
  （1996年度～ 1999年度、代表者：入間田宣夫）
・東北アジアにおける交易拠点の比較研究




  （1997年度～ 1999年度、代表者：山田勝芳）
・東アジア出版文化史を通して見る社会変容の研究
  （1997年度～ 1999年度、代表者：磯部彰）
・東アジアの儀礼・芸能における身体と社会の表象
  （1997年度～ 1999年度、代表者：成澤勝）
・モンゴルの草原に関する総合研究
  （1999年度～ 2000年度、代表者：岡洋樹）
・文化のディスプレイと伝統の再編
  （1999年度～ 2000年度、代表者：瀬川昌久）
・古ツングースの生産文化に関する自然科学的再検証




  （2000年度～ 2002年度、代表者：谷口宏充）
・東北アジアにおける民族移動と文化の変遷
  （2000年度～ 2001年度、代表者：徳田昌則）
・東アジア出版文化の研究
  （2000年度～ 2004年度、代表者：磯部 彰）
・日露・日ソ関係に関する史的研究
  （2000年度～ 2002年度、代表者：平川新）
－ 131－
・東北アジアにおける計量地域研究のための基盤整備
  （2001年度～ 2003年度、代表者：宮本和明）
・東北アジアにおける民族の跨境生態史の研究
  （2001年度～ 2002年度、代表者：柳田賢二）
・北アジアの環境・文化・歴史に関する総合的研究
  （2001年度～ 2005年度、代表者：岡洋樹）
・西シベリア塩性湖チャーニー湖沼群の環境と生物群集に関する研究
  （2001年度～ 2003年度、代表者：菊地永佑）
・ポスト社会主義圏における民族・地域社会の構造変動に関する人類学的研究
  （2001年度～ 2002年度、代表者：高倉浩樹 ）
・図們江沿流居民生活誌の通時的共時的研究
  （2002年度～ 2004年度、代表者：上野稔弘）
・海南島の地方文化に関する文化人類学的研究
  （2002年度～ 2004年度、代表者：瀬川昌久）
・現代韓国及び周辺同胞社会に見る伝統構造・社会動態と民族自我
  （2002年度～ 2004年度、代表者：成澤勝）
・図們江沿流域居民生活誌の通時的共時的研究
  （2002年度～ 2005年度、代表者：上野稔弘）
・モンゴル語資料の文献学的研究
  （2003年度～ 2005年度、代表者：栗林均）
・白頭山東部における 10世紀巨大噴火と遼・高麗王朝への歴史的影響
  （2004年度～ 2005年度、代表者：谷口宏充）
・江戸東京博物館における東アジア文化展企画研究
  （2005年度～ 2006年度、代表者：磯部彰）
・西シベリア塩性湖チャーニー湖沼群の環境と生物群集に関する研究
  （2001年度～ 2006年度、代表者：菊地永祐）
・前近代における日露交流資料の研究
  （2000年度～ 2006年度、代表者：平川新）
・東北アジア地域史におけるモンゴルの歴史的位相に関する研究
  （2005年度～ 2007年度、代表：岡洋樹）
・東アジア出版文化の総合研究
  （2005年度～ 2007年度、代表：磯部彰）
・近未来の宮城県沖地震に備えた歴史資料保存のための調査研究事業
  （2005年度～ 2007年度、代表：平川新）
－ 132－
・東北アジアにおけるユートピア思想と地域の在り方
  （2005年度～ 2007年度、代表：山田勝芳）
・東北アジア地域ノア画像データベース構築と文系分野への利用研究
  （2005年度～ 2007年度、代表：工藤純一）
・東北アジア地域史におけるモンゴルの歴史的位相に関する研究
  （2005年度～ 2007年度、代表：岡洋樹）
・旧ソ連を中心とするポスト社会主義世界におけるマイノリティ・ビジネスの展開と
私的所有観生成についての学際的研究
  （2006年度～ 2008年度・高倉浩樹）
・数理地理モデルによる東北アジア地域の土地利用形態の比較分析
  （2006年度～ 2008年度・奥村誠）
・白頭山の火山危機に関する日中韓 3ヶ国共同研究
































　「18世紀ロシア貴族の教育文化 ─ 国家勤務者のための教育とその変容 ─」
12月 21日 ㈪
講演者：アンドレイ・クロコフ（教育研究支援者）
　 “A brief story about the history of Tomsk and Tomsk region.  The story of the 
Tomsk State University, Department of Radio physics and myscientific work.”
1月 25日 ㈪
講演者： Dereje Ayalew（Addis Ababa University, Department of Earth Sciences, 
School of Earth and Planetary Sciences）

































1992.  8. 10
1999. 11.  9
2000.  1. 12
2000.  8. 21
2000. 10.  2
2001.  3.  1
2001.  6. 25
2001. 11. 16
2002. 10.  1
2002. 10.  1
2003.  7.  4
2005.  9.  1
2005. 10. 10
2007.  3. 26
2008.  4.  1
2008.  4. 25
2008.  4. 25
2008.  9. 22






















































第 1号（1997）～ 第 13号（2009）
＜第 14号（2010）目次＞
〔論文〕








































10.  岡洋樹編「内なる他者＝周辺民族の自己認識のなかの「中国」 ─ モンゴルと
華南の視座から ─ 」（2009）






















3. 成澤勝編「環中華の儀礼と芸能 ─ 朝鮮を軸に ─ 」（2001） 
4. 栗林均／精扎布編「『元朝秘史』モンゴル語全単語・語尾索引」（2001）
5. K. Litasov, H. Taniguchi, Mantle Evolution beneath the Baikal Rift （2002）
6.  岡洋樹編「モンゴル研究論集　東北大学東北アジア研究センター・モンゴル研
究成果報告 I」（2002）
7.  宮本和明「東アジア 3国における自動車保有・利用の実態と社会意識の調査研















18.  S. G. Catane, H. Taniguchi, A. Goto, A. P. Givero and A. A. Mandanas, 





21.  S. V. Rasskazov and H. Taniguchi, Magmatic Response to the Late 




24  N. Tserempilov, “ANOTATED CATALOGUE of the collection of Mongolian 
manuscripts and xylographs MII of the Institute of Mongolian, Tibetan 
and Buddhist studies of Siberian Branch of Russian Academy of Sciences”, 
（2006）
25. 瀬川昌久編「海南島の地方文化に関する文化人類学的研究」（2007）
26. 平川新監修「ロシア史料にみる 18～ 19世紀の日露関係　第 2集」（2007）
27. 岡洋樹編「モンゴルの環境と変容する社会」（2007）






31. 平川新監修「ロシア史料にみる 18～ 19世紀の日露関係　第 3集」（2008）






36.  平川新監修、寺山恭輔／畠山禎／小野寺歌子編「ロシア史料にみる 18～ 19世
－ 140－
紀の日露関係　第 4集」（2009）
37.  栗林均編「『蒙文総彙』 ─ モンゴル語ローマ字転写配列 ─ 」（2010）
38.  佐藤大介編「18～ 19世紀仙台藩の災害と社会　別所万右衛門記録」（2010）
39.  平川新監修、寺山恭輔／畠山禎／小野寺歌子編「ロシア史料にみる 18～ 19世
紀の日露関係　第 5集」（2010）





第 3号  徳永昌弘／徳田昌則編「エリツィン時代のロシアとその後：日露関係の
展望」（2000）
第 4号  伊賀上菜穂編「新世紀の東北アジア ─ 日中露三国をめぐる国際関係の
歴史と将来 ─ 」（2001） 
第 5号 キム・レチュン講演、柳田賢二編「老子とトルストイ」（2001）
第 6号 寺山恭輔・塩谷昌史編「東北アジアの共生とユートピア」（2002）
第 7号  東北アジア研究センター開設 5周年記念特刊「新しい地域研究を求めて 
─ 東北アジア研究センターの現在と明日への展望 ─ 」（2002）
第 8号  平川新／ A. A. キリチェンコ「日本とロシア ─ その歴史を振り返る ─ 」
（2003） 
第 9号 吉田忠／磯部彰「東アジアの本とさし絵」（2004）
第 10号  山田勝芳編「『東北アジア』“Northeast Asia”の現在・未来を考える ─ 
日本における『東北アジア』関係機関の集い ─ 」（2004）
第 11号　 磯部彰編「市民フォーラム 2003明治大正期の根岸町子規庵界隈とその後」
（2004）
第 12号 徳田由佳子編「シベリア通信 2000年 ─ 2004年」（2004）
第 13号  山田勝芳編「人口・労働問題から見た東北アジアと東南アジア　─ 
ASEAN+3の行方を人口・労働問題から見る ─ 」（2004）
第 14号 徳田由佳子編「新技術開発ダイジェスト 2001年 ─ 2004年」（2005）
第 15号  磯部彰編「東北アジア研究センター共同研究『東アジア出版文化の総合
研究』研究成果報告『東アジア出版文化の研究』に係る研究成果等の社
会公表」（2006）
第 16号  セルゲイ・パプコフ／寺山恭輔／畠山禎「三人の大統領とソ連・ロシア：
ペレストロイカ、ソ連崩壊、再興」（2006）
－ 141－
第 17号  磯部彰編「東シナ海近世現代出版文化研究（「東アジア出版文化の総合
研究」報告書Ⅱ）」（2007）
第 18号  山田勝芳編「松本健一「アジア主義と大東亜戦争 ─ 北一輝・大川周明・
石原莞爾・中野正剛 ─ （東北アジアにおけるユートピア思想と地域の在
り方研究会　講演会記録）」（2007）
第 19号  工藤純一編「東北大学・ロシア科学アカデミーシベリア支部学術交流協
定締結 15周年記念シンポジウム報告書」（2008）
第 20号  斎藤由佳／前田ひろみ翻訳、寺山恭輔編集「ロシアの北太平洋進出と日
本 ─ 『ロシア領アメリカの歴史』より ─ 」（2009）
第 21号 徳田由佳子編「シベリア通信 2　2004年～ 2008年」（2009）
第 22号 徳田由佳子編「新技術開発ダイジェスト 2　2004年～ 2008年」（2009）
第 23号  寺山恭輔編「ロシア極東の形成 ─ N.I.ドゥビーニナ著『プリアムール
総督』三部作より ─ 」（2010）
第 24号  千葉真弓／徳田由佳子／高倉浩樹編「トナカイ！トナカイ !!トナカイ !!!
研究成果を市民に還元する自主展示の試み」（2010）
•『東北アジア研究センター　ニューズレター』





第 40号／ 2009年 5月 15日発行
第 41号／ 2009年 7月 31日発行
第 42号／ 2009年 11月 15日発行
第 43号／ 2010年 2月 8日発行











録 ─ はなしが違う！！絵も違う！ ─ 』（2001）
磯部彰編『第 2回東アジア出版文化に関する国際学術会議　アジアむかしの本のも





•『ナオ・デ・ラ・チーナ Nao de la China』
第 1号：
第 2号：2002年 2月 22日発行
第 3号：2002年 3月 25日発行
第 4号：2003年 4月 5日発行
第 5号：2004年 1月 31日発行
第 6号：2004年 8月 15日発行
第 7号：2004年 12月 25日発行
第 8号：2005年 1月 15日発行
第 9号：2005年 1月 30日発行





第 40号／ 2009年 5月 15日発行
第 41号／ 2009年 8月 15日発行
第 42号／ 2009年 10月 15日発行
第 43号／ 2010年 1月 20日発行











5月 16日 ㈯ ～ 17日 ㈰
〔東北大学川内北キャンパス川北合同研究棟 4階大会議（436）室〕
Stammler, Florian, Japan (CNEAS) & Finland (Arctic Centre) : Animal-
diversity in the pastoral community: towards an understanding of 
multiple dynamic significances among Arctic pastoralists
Takakura, Hiroki, Japan (CNEAS) : A strategy for differentiating the 
tameness of animals: A consideration against the exceptionalism of 
arctic pastoralism
Granberg, Leo, Helsinki, Finland (Ruralia Institute) : Socio-diversity of 
animal keeping and sustainability of an Arctic village during the 
Russian transition
Mazzullo, Nuccio, Finland (Arctic Centre) : More than meat on the hoof? 
Social significance of reindeer among Finnish Sámi in a rationalised 
pastoralist economy
Nakamura, Tomoto, Japan (CNEAS) : The Cultural and Economic Value of 
Livestock in Mongolia
Kantanen, Juha, Finland & Norway (MTT & Nordic Gene Resource Centre) 
: The origin and genetic diversity of the native Yakutian Cattle as 
revealed by DNA-marker analysis
Kazunobu, Ikeya, Japan (National Museum of Ethnology) : Social Significance 
of Animals of Two Pastoralist Groups: Comparative Studies of the 
Kgalagadi and Chukchi
Konaka, Shinya, Japan (University of Shizuoka) : Research Notes: Metaphorical 
Thinking and Integrated Cognitive Systems among the Samburu in North 
－ 144－
Central Kenya
Osva, Anu, Finland (artist, & agronomist Animal Breeding) : Symbiotic human 
animal relationship, Yakutian Cattle – an intersecting art & science 
approach
Sasaki, Shiro, Japan (National Museum of Ethnology) : Enlargement of the 
reindeer breeding in the European and West Siberian Tundras
Soga, Toru, Japan (Horosaki University) : The Primogeniture and Camel 
Trust System of the Gabra, Cushitic Pastoralist in Northern Kenya
Virtanen, Tea, Finland (University of Helsinki) : “Sealing relations, 
mediating blessings: Social and spiritual meaning of cattle among the 
Mbororo pastoralists in Cameroon”
Vuojala-Magga, Terhi, Finland (Arctic Centre) (absentee paper): What is a 
meaning of a character and temperament of a single reindeer without 
the herd and within the herd? A case study of Ukko-Poika and Viljami, 
two named and trained reindeer in Inari (Anar) of Sápmi-Finnish 
Lapland
Yoshida, Atsushi, Japan (Chiba University) : ‘Private reindeer herding 




























































Sh. チョイマー（モンゴル国立大学）「フフソドルにおける V. インジャンナ
シの依頼文解読」
ナルス（西北民族大学）「メルゲン・ゲゲーン『アルタン・エリヘ』写本研究」







































セッションⅣB：大モンゴル国と史料 2／ 9月 21日（第一会場）
Ts. エンフチメグ（モンゴル科学アカデミー歴史研究所）「モンゴル史史料






Birtalan Ágnes (University ELTE)：Legitimisation of power as it is 






























International Science and Technology Center (ISTC) Japan Workshop: 
Nano, Bio, Environment
Auditorium, Institute for Materials Research, Tohoku University
共催：Tohoku University, Russian Academy of Sciences, 
Schedule 
09:30 Registration
10:00 Opening　(Chair: J.Kudoh, Prof. Tohoku University)
 Akihiro Kijima 
 Vice President Tohoku University
 Hirokazu Kumekawa 
  Director for International Exchange Promotion International 
Science and Technology Affairs Division Science and Technology 
Policy Bureau, Ministry of Education Culture, Sports, Science and 
Technology, Japan
－ 149－
10:10 Introduction “ISTC function and Japan Workshop”
 YasuhiroYukimatsu 
  Deputy Executive Director International Science and Technology 
Center
10:20 Session NANO (Chair: Shozo Kono, Prof. Tohoku University)
 A.L. Aseev 
 Vice Chairman Russian Academy of Sciences, 
 Chairman Siberia Branch of Russian Academy of Sciences 
 “Preparation and characterization of nanoelectronic structures”
 F.A. Kuznetsov 
 Adviser to the Russian Academy of Sciences 
 “Materials for nanoelectronics”
 Kulchin Yury 
  Director Institute of Automation and Control Processes Far 
Eastern Branch Russian Academy of Sciences 
 “ Photonic-Crystal Properties of Self-Assembled Marine Organisms 
and Their Biomimetic Analogs”
 Maki Suemitsu 
  Prof. Research Institute of Electrical Communication Tohoku 
University 
 “ Graphene on silicon (GOS), an emerging material for post-CMOS 
devices”
 Masatsugu Shimomura 
  Prof. Institute of Multidisciplinary Research for Advanced Materials 
 “Design of Biomimetic Materials”
　Lunch
13:00 Session BIO (Chair: Koki Kanahama, Prof.Tohoku University)
 Stonik Valentin 
  Director Pacific Institute of Bioorganic Chemistry Far Eastern 
Branch 
 Russian Academy of Sciences 
 “Some natural products and their properties”
 N. A.Kolchanov 
  Director Institute Cytology and Genetics Siberia Branch of Russian 
 Academy of Sciences 
－ 150－
	 “Systems	Biology	and	Bioinformatics”
 M. P. Moshkin 
 Prof. Institute Cytology and Genetics Siberia Branch of Russian 
 Academy of Sciences 
	 “Signaling	in	Host-Parasite	Interactions”
 Yoshinori Kanayama 
 Prof. Graduate School of Agricultural Science, Tohoku University 
	 “	Nutritional	components,	nitrogen	fixation,	and	abiotic	stress	tolerance	
in	seabuckthorn”
15:00  Session Environment (Chair: Noriyoshi Tsutiya, Prof.Tohoku 
University)
 Sergienko Valentin 
 Chairman Far Eastern Branch Russian Academy of Sciences 
	 “New	Approach	to	NPP	Liquid	Radioactive	Waste	Treatment”
 Adrianov Andrey 
 Director Marine Biology Institute Far Eastern Branch 
 Russian Academy of Sciences 
	 “	Menaces	and	problems	of	environmental	safety	of	the	Russian	Far	
Eastern	Seas”
 Zhuravlev Yury 
 Director Institute of Biology and Soil Sciences Far Eastern Branch 




 Dupty director Pacific Institute of Geography Far Eastern Branch 
 Russian Academy of Sciences 
	 “	Natural	disasters	 in	the	Southern	Russian	Far	East:	ecological	
consequences	and	threats”
 Keisuke Miyoshi 
 Japan Oil, Gas and Metals National Corporation 
	 “	Activities	of	JOGMEC	in	East	Siberia	and	Russia-Japan	Energy	
Cooperation”
 Noriyoshi Tsuchiya 




17:30 Closing remarks  
 YasuhiroYukimatsu 








報の情報源について　1912年 8月～ 1912年 12月の過程」
村岡歩「汽水域底土における硫酸還元細菌の群集構造」
Nava Fonseca Carlos Alberto：Temporal transportation management to 
decrease the accident risk during the construction of the Tozai subway line.

















石山翔「Centrality index for network structure」
－ 152－
鴫原亮介「交通利便性の高い都市構造の計算方法」
ハミス カペェル・アリ マンスレ「Mathematical and analytical analysis of 
electromagnetic scattering from flat and rough single rock fracture」
林直樹「バイスタティック地中レーダによる直達波と地表面反射波が抑制され
た 3次元地下イメージング」









Hai Liu, Xiongyao Xie and Motoyuki Sato：Simulation and Suppression of 
the Rebar Multiple Reflection
Jiong Chen, Yilun Chen, Jian Yang and Motoyuki Sato：Particle Filter 
based road detection in SAR images
Siwei Chen and Motoyuki Sato：Modeling and Simulation of Rotating 





























共同研究解決討議「テーマ：内府本・内府劇本 ─ 安殿本などの定義づけ ─ 」
2月 8日 ㈪






























































　　　　　泉田 十太郎 氏（けせんプレカット事業協同組合専務理事） 
　　　　　大原 久治 氏（雪国植物園園長） 
　　　　　佐藤 良吉 氏（横手市建設部長） 


































































国際会議　主催・運営（2009年 4月～ 2010年 3月）
◦ 2009年 5月 27日　ロシア極東研究会（ロシア語、日本国、仙台）［主催］オーガ
ナイザー
国内会議　発表・講演（2009年 4月～ 2010年 3月）
◦ 2009年 7月 31日　日本国際問題研究所ロシア研究班（東京）　発表「『反歴史捏造
委員会』設立とロシアにおける歴史学」
◦ 2009年 7月 3日　防衛省防衛研究所戦史部　発表「ロシアにおけるアルヒーフ事情」
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2009年 4月～ 2010年 3月）
基盤研究C 2007年 4月～ 2010年 3月
［スターリン時代のソ連国境地帯における民族問題と統治政策に関する基礎的研究］
基盤研究B 海外　2009年 4月～ 2014年 3月（分担）
「1920-1940年代の中国・ソ連における民族政策の比較研究」
著書（2009年 4月～ 2010年 3月）
1）ロシア極東の形成 ─ N.I.ドゥビーニナ著『プリアムール総督』三部作より ─ 、
74頁。［東北アジア研究センター、（2010）1月］寺山恭輔




































































































2000年～ 2002年  1990年代以降のポスト社会主義圏における人類学研究の展開に
ついて












日本文化人類学会・第 23期編集委員 2008年～ 2010年


















学外の社会活動（2009年 4月～ 2010年 3月）
◦ Schamanen Siberiens（展示会）2008年 12月～ 2009年 6月
外部機関における活動（2009年 4月～ 2010年 3月）
地域研究コンソーシアム運営委員 2006年 4月～ 2010年 3月
学内活動（2009年 4月～ 2010年 3月）



















国際会議　発表・講演（2009年 4月～ 2010年 3月）
◦A strategy for differentiating the familiarity of animals: A consideration against 
the exceptionalism of arctic pastoralism ［Social significance of animals in 
nomadic pastoral societies of the Arctic, Asia and Africa（北極・アジア・アフリ
カの遊牧社会における動物の社会的意義）］（2009年 5月 15日～ 2009年 5月 18日、
日本国、仙台）シンポジウム・ワークショップ・パネル（指名）
◦ A transition from herding to hunting among Siberian “Evenki” [The limits to the 
recognition of distinctive rights for indigenous peoples: A workshop organized by 
CAEPR and the school of archeology and anthropology]（2009年 8月 21日、オー
ストラリア、キャンベラ）シンポジウム・ワークショップ・パネル（指名）
国内会議　発表・講演（2009年 4月～ 2010年 3月）
◦ロシア＝ソビエト人類学史と少数民族流刑 ─ 政治犯・マルクス主義者・「ネイティ
ブ」知識人の交差［日本科学史学会第 148回東北地区例会］（2009年 6月 28日）
口頭（招待・特別）
◦極限環境の生態人類学 ─ 「生きにくい」環境を豊かに生きる［第 58回民族自然誌
研究会］（2010年 1月 30日、京都）シンポジウム・ワークショップ・パネル（指名）
国際会議　主催・運営（2009年 4月～ 2010年 3月）




年 5月 15日～ 2009年 5月 18日、日本国、仙台）［主催］共同総括責任者









著書（2009年 4月～ 2010年 3月）
1）Good to eat, good to live with: Nomads and animals in Northern Eurasia and 
Africa. [Center for Northeast Asian Studies, Tohoku University, (2010)2 月 ] 
Florian Stammler and Hiroki Takakura
2）トナカイ !トナカイ !!トナカイ !!!　研究成果を市民に還元する自主展示の試み。［東
北大学東北アジア研究センター、（2010）2月］千葉真弓・徳田由佳子・高倉浩樹（編）
研究論文（2009年 4月～ 2010年 3月）
1）The concept of manhood in post-socialist Siberia: The Sakha father as a wise 











6）Introduction: Living with animals as the socially significant other in pastoralism.. 
[Good to eat, good to live with: nomads and animals in Northern Eurasia and 




7）Arctic pastoralism in a subsistence continuum: a strategy for differentiating 
familiarity with animals.. [Good to eat, good to live with: nomads and animals 
































































その他研究活動（2009年 4月～ 2010年 3月）
カザフスタンを経由する移民たち（翻訳）（その他）2009年
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2009年 4月～ 2010年 3月）
（挑戦的）萌芽研究［露清貿易の再検討 ─ 山西商人の観点より ─ ］2008年 4月～
2010年 3月
基盤研究B［所有者－経営者－従業員関係からみたロシア企業：企業統治の変化と労
務管理］2009年 4月～ 2013年 3月




























学外の社会活動（2009年 4月～ 2010年 3月）
法人シベリア研究所（NPO）（2006～）














































学外の社会活動（2009年 4月～ 2010年 3月）
社団法人・日本モンゴル協会理事





学位授与数（2009年 4月～ 2010年 3月）
博士 1人（主査）
修士 1人（副査）







国内会議　発表・講演（2009年 4月～ 2010年 3月）
◦日本モンゴル学会春季大会（2009年 5月 16日、日本国、仙台）講演（招待・特別）
受賞・その他特記事項（2009年 4月～ 2010年 3月）
モンゴル国大統領令により「友好勲章」を授与（2009年 10月 15日）
著書（2009年 4月～ 2010年 3月）
1）栗林均『蒙文総彙 ─ モンゴル語ローマ字転写配列 ─ 』東北大学東北アジア研究
センター、2010年 2月、vi＋ 592頁。















































































国際会議　発表・講演（2009年 4月～ 2010年 3月）




20日～ 2009年 9月 21日、モンゴル、ウラーンバートル）口頭（一般）
国内会議　発表・講演（2009年 4月～ 2010年 3月）
◦清朝とチャハル部 ─ 清代外藩形成史上におけるチャハルの位置 ─ ［明清史夏合宿
2009］（2009年 8月 7日～ 2009年 8月 9日、日本国、岩手県一関市）口頭（一般）
◦モンゴルにおける清朝支配期に関する歴史記述の変化をめぐって［東北大学東北ア
ジア研究センター・シンポジウム「歴史の再定義　旧ソ連圏アジア諸国における歴
史認識と学術・教育］（2010年 2月 20日～ 21日、日本国、東北大学片平さくらホール）
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2009年 4月～ 2010年 3月）
基盤研究B 2007年 4月～ 2010年 3月
［旧ソ連圏アジア諸国・地方における歴史的伝統の再定義と学術・教育動向に関す
る研究］
その他の競争的資金獲得実績（2009年 4月～ 2010年 3月）
共同研究費 2001年～現在
　［北アジアの環境・文化・歴史に関する総合的研究］
著書（2009年 4月～ 2010年 3月）
1）朝倉世界地理講座　大地と人間の物語 2　東北アジア。［朝倉書店、（2009）11月］
岡洋樹、境田清隆、佐々木史郎共編
研究論文（2009年 4月～ 2010年 3月）
1）清代モンゴルにおける旗籍離脱と清朝統治 ─ ウラド後旗と広覚寺の属民争奪の






























































2001年～ 2002年  科研費（基盤研究C⑵）「旧ソ連高麗人の民族文化の継承と変遷
に関する研究」研究代表者
2005年～ 2006年  科研費（基盤研究C）「現代中央アジア少数民族における言語接
触に関する研究」研究代表者
















学位授与数（2009年 4月～ 2010年 3月）
2009.9　修士（学術）1名（環境科学研究科）














その他研究活動（2009年 4月～ 2010年 3月）
ウズベキスタン・カザフスタン・キルギスにおける民族間共通語としてのロシア語に
関するフィールドワーク（2007年 9月～現在）
科学研究費補助金獲得実績（文部省・学振）（2009年 4月～ 2010年 3月）
基盤研究C 2007年 4月～ 2010年 3月
　［現代中央アジア諸国における民族間共通語としてのロシア語の地位に関する比較研究］
本年度の研究成果の研究史上の意義・新知見








































































































行政機関・企業・NPO等参加（2009年 4月～ 2010年 3月）
中国社会科学院（その他）中国古代小説研究編集委員会　編委 2004年 9月～現在
高麗大学校中国学研究所編集委員 2008年 5月～現在
学内活動（2009年 4月～ 2010年 3月）
図書館商議会委員 2004年 4月～ 2008年 3月
学務審議会委員 2008年 4月～ 2010年 3月
全学教育科目委員会 2008年 4月～ 2010年 3月
学術資源研究公開センター運営専門委員会委員 2008年 4月～ 2010年 3月
東北アジア研究センター図書資料委員会委員長 2009年 4月～ 2010年 3月
東北アジア研究センター編集出版委員会委員長 2009年 4月～ 2010年 3月








国際会議　発表・講演（2009年 4月～ 2010年 3月）
◦関于日本江戸时期諸藩及个人文庫烟粉小説的收藏情况［第四届中国古代小説国際研
討会］（2009年 8月 20日～ 2009年 8月 23日、中国、中国杭州市・金華市）口頭（招
待・特別）
◦高山寺明惠上人与宋代佛教物語［2009年韓国中国小説学会創立 20周年記念国際学
術大会］（2009年 9月 19日～ 2009年 9月 19日、韓国、韓国ソウル市崇實大學校）
口頭（招待・特別）
◦「《江流記》及《升平宝筏》与刊本西游記」［中国典籍与文化国際学術研討会］（2010
年 3月 7日～ 2010年 3月 10日、中国、北京）口頭（招待・特別）







科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2009年 4月～ 2010年 3月）
文部科学省科　学研究費補助金　特別推進研究「清朝宮廷演劇文化の研究」2008年 6
月～現在
その他の競争的資金獲得実績（2009年 4月～ 2010年 3月）
東北アジア研究センター・プロジェクト研究部門・研究ユニット「東アジア出版文化
国際研究拠点の形成」研究ユニット 2007年 4月～ 2010年 3月























































1995、2002～ 2003、2006～ 2010）1994年～ 2010年
日本文化人類学会（日本民族学会より 2004年４月に名称変更）理事（1994～ 1995、













学外の社会活動（2009年 4月～ 2010年 3月）
京都大学地域研究統合情報センター運営委員（その他）2007年 4月～現在
地域研究コンソーシアム理事（その他）2007年 4月～ 2010年 3月
東京外国語大学アジアアフリカ言語文化研究所運営委員（その他）2009年 4月～現在
学内活動（2009年 4月～ 2010年 3月）
大学情報データベース部局作業班会議委員 2003年 12月～ 2007年 3月
コラボレーションオフィス運営委員会（文系所部局連携）2009年 4月～現在














科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2009年 4月～ 2010年 3月）
基盤研究B　2007年 4月～ 2010年 3月［中国の民族理論とその政策的実践の文化人
類学的検証 ─ 中華民族多元一体構造論を中心に ─ ］
－ 186－
中国研究分野
基盤研究C　2008年 4月～ 2012年 3月［中国南部少数民族の族譜に関する文化人類
学的研究］




































































学外の社会活動（2009年 4月～ 2010年 3月）
Climate Policy　査読
エネルギー・資源学会誌　査読
Environmental Economics and Policy Studies　査読








環境省（国）自主的排出量取引制度CA （Competent Authority）委員会委員長 2006年 1月
～ 2009年 3月











国際会議　発表・講演（2009年 4月～ 2010年 3月）
◦ Assessment of Japan’s Emission Trading Initiatives in Japan [“Mapping Pathways 
Toward a Low Carbon Future”, US-Japan Climate Change Workshop, 11 May, 
－ 189－
中国研究分野
Wshington DC, USA.]（2009年 5月 11日、アメリカ合衆国、ワシントン DC）口頭（一
般）
◦ Competitiveness and carbon leakage: the case of Japan and International comparisons 
[Global Forum on Trade “Trade and Climate Change”, 9-10 June, Paris, France]
（2009年 6月 10日、フランス、パリ）口頭（一般）
◦Domestic Actions and Implementation [IGES-ERI Policy Dialogue “Towards a 
Sustainable, Low-Carbon Asia: Policies and International Collaboration”, 22-23 
September, Beijing, China]（2009年 9月 22日～ 2009年 9月 23日、日本国、北京）
シンポジウム・ワークショップ・パネル（指名）
◦ Review of 2009 UN Framework Convention on Climate Change [“The United States 
and Northeast Asia: Clean Energy Cooperation”, March 19, Wsahington DC, 
USA.]（2010年 3月 19日、アメリカ合衆国、ワシントン DC）シンポジウム・ワー
クショップ・パネル（指名）













科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2009年 4月～ 2010年 3月）
基盤研究C　2007年 4月～現在
［コスト効果性を中心とした日本政府温暖化施策の総合評価」］












































































学生生活協議会協議員 2009年 4月～ 2010年 3月
学位授与数（2009年 4月～ 2010年 3月）
5件（MC 2件、DC 3件：いずれも副査）
















国内会議　発表・講演（2009年 4月～ 2010年 3月）
◦「蒋介石にとっての辺疆民族問題」（2009年 10月 18日　日本現代中国学会第 59回
全国学術大会・自由論題報告（神戸大学））
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2009年 4月～ 2010年 3月）
基盤研究B 2009年 4月～現在（研究代表者）
　「1920 – 40年代の中国・ソ連における民族政策の比較研究」













































































○近世史サマーフォーラム 2009、テーマ「帝国の技法」2009年 9月 5日　キャンパ
スプラザ京都























行政機関・企業・NPO等参加（2009年 4月～ 2010年 3月）
仙台市史編集専門委員会（地方公共団体）　1995年 4月～現在
NPO地域研究応用センター（NPO）理事　2003年 4月～現在
東北歴史博物館協議会委員　2005年 9月 1日～ 2011年 8月 31日











宮城県慶長使節船ミュージアム企画運営委員　2010年 4月～ 2012年 3月













著書（2009年 4月～ 2010年 3月）
1）ロシア史料にみる 18～ 19世紀の日露関係　第 5集　［（2010）2月］　平川監修、 
寺山恭輔ほか編
研究論文（2009年 4月～ 2010年 3月）
1）スペインの対日戦略と家康・政宗の外交。［『国史談話会雑誌』東北大学文学部日
本史研究室、（50）、（2010）、193-209］平川新




































会、Society for Social Studies of Science、International Studies Association、

















学内活動（2009年 4月～ 2010年 3月）









環境科学・政策論 2009年 10月～ 2010年 3月
地域環境・社会システム学概論 2009年 12月～ 2010年 2月
科学技術論特論Ⅱ 2005年～現在
国内会議　発表・講演（2009年 4月～ 2010年 3月）
◦反実仮想法による日本捕鯨外交の分析［環境経済 ･政策学会 2009年大会］（2009
年 9月 26日～ 2009年 9月 27日、日本国、千葉市）シンポジウム・ワークショップ・
パネル（指名）
◦マスメディア報道が伝える「捕鯨物語」［環境経済・政策学会 2009年大会］（2009
年 9月 26日～ 2009年 9月 27日、日本国、千葉市）シンポジウム・ワークショップ・
パネル（指名）
国際会議　主催・運営（2009年 4月～ 2010年 3月）
◦ 2009 Amsterdam Conference on the Human Dimensions of Global Environmental 
－ 200－
日本・朝鮮半島研究分野
Change（2009年 12月 2日～ 2009年 12月 4日、オランダ、アムステルダム）［運営］
◦“Understanding Multilateral Environmental Agreements as Governance 
Mechanisms”パネルの座長
国内会議　主催（2009年 4月～ 2010年 3月）
◦環境経済・政策学会 2009年大会（2009年 9月 27日、日本国、千葉市）［主催］セッ
ションオーガナイザー
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2009年 4月～ 2010年 3月）
基盤研究B　2008年 6月～ 2011年 3月
　［地球温暖化とオゾン層破壊問題との政策的相互連関に関する分野横断的研究］




　2007年に執筆した論文（Ishii, A. and Okubo, A. (2007) An Alternative Explanation 
of Japan’s Whaling Diplomacy in the Post-Moratorium Era, Journal of International 
Wildlife Law and Policy, Vol. 10, No. 1, pp. 55-87）は今まで少なくとも 15編の論文
その他で引用されているが、上記論文を引用している主な論考は次のとおりである。
1. Gerry Nagtzaam (2010) The Making of International Environmental Treaties: 
Neoliberal and Constructivist Analyses of Normative Evolution. Edward Elgar.
2. Donald K. Anton (2009) Antarctic whaling: Australia’s attempt to protect whales 
in the Southern Ocean. Boston College Environmental Law Review, Vol. 36 No. 2, 
pp. 319-352.
3. Julia Bowett, Pete Hay (2009) Whaling and its controversies: Examining the 
attitudes of Japan’s youth. Marine Policy 33, 775-783.
4. Charlotte Epstein (2008) The Power of Words in International Relations: Birth of 
an Anti-Whaling Discourse. MIT Press.
5. Michael Bowman (2008) “Normalizing” The International Convention for the 
Regulation of Whaling. Michigan Journal of International Law 29, 293-499.
6. Yoichiro Sato and Keiko Hirata (eds.) (2008) Norms, interests, and power in 































学外の社会活動（2009年 4月～ 2010年 3月）
（行政機関）
宮城県・伊豆沼・内沼自然再生協議会委員 2008年 4月～ 2011年 3月
－ 202－
地域生態系研究分野











国際会議　発表・講演（2009年 4月～ 2010年 3月）
◦Community structure of sulfate-reducing bacteria in two brackish lagoons facing 
Sendai Bay, Japan using dsrB gene-based DGGE [The 1st Korea-Japan Symposium 
on Microbial Ecology]（2009年 5月 28日～ 2009年 5月 29日、韓国、Jeju）ポスター
（一般）
◦Fungal and Bacterial community developments on decomposing leaves in forest 
streams [The 1st Korea-Japan Symposium on Microbial Ecology]（2009 年 5 月
28日～ 2009年 5月 29日、韓国、Jeju）ポスター（一般）
国内会議　発表・講演（2009年 4月～ 2010年 3月）
◦西シベリア・チャニー湖における高次消費者を含む食物網解析［日本陸水学会第
74回大会］（2009年 9月 14日～ 2009年 9月 17日、日本国、大分市）ポスター（一般）
◦動物プランクトンより高い POMのδ13Cはデトリタスの混入で説明可能か？［日
本陸水学会第 74回大会］（2009年 9月 14日～ 2009年 9月 17日、日本国、大分市）
口頭（一般）




科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2009年 4月～ 2010年 3月）




基盤研究C　2008年 4月～ 2011年 3月
　［浅い湖沼におけるメタンの底生生物食物連鎖への寄与］
その他の競争的資金獲得実績（2009年 4月～ 2010年 3月）






研究論文（2009年 4月～ 2010年 3月）
1）Stable isotope characterization of fluids from the Lake Chany complex, 
western Siberia, Russian Federation. [Applied Geochemistry, 24, （2009）, 319-
327] Mizota C, Doi H, Kikuchi E, Shikano S, Kakegawa T, Yurlova N, and 
Yurlov AK.
2）Contribution of organic matter sources to cyprinid fishes in the Chany Lake-
Kargat River estuary, western Siberia. [Marine and Freshwater Research, 60, 
（2009）, 510-518] Kanaya G, Yadrenkina EN, Zuykova EI, Kikuchi E, Doi H, 
Shikano S, Mizota C, and Yurlova NI.
3）Female scent mobilizes leukocytes to airways in BALB/c male mice. [Integrative 
Zoology, 4, （2009）, 285-293] Litvinova EA, Moshkin MP, Gerlinskaya LA, 













































































学外の社会活動（2009年 4月～ 2010年 3月）
統合国際深海掘削計画　科学立案・評価パネル共同議長 2008年 4月～ 2010年 3月
学位授与数（2009年 4月～ 2010年 3月）
修士 1人
担当授業科目（2009年 4月～ 2010年 3月）
（全学教育）
地球物質科学 2008年～現在












国内会議　発表・講演（2009年 4月～ 2010年 3月）
◦ 2008年岩手・宮城内陸地震による墓石転倒率の分布。［日本地質学会第 115年学術









受賞・その他特記事項（2009年 4月～ 2010年 3月）
日本地質学会賞 2009年
　［日本地質学会］
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2009年 4月～ 2010年 3月）
基盤研究C　2008年 4月～ 2011年 3月
［中部・東北日本の第三紀島弧火山岩によるマントル・プローブ］
その他の競争的資金獲得実績（2009年 4月～ 2010年 3月）
日露二国間共同研究 2009年 4月 2011年 3月
［アジア北東端のオフィオライトと随伴岩類：北極圏東部の岩石、構造、広域地質対比］


























































































国内会議　発表・講演（2009年 4月～ 2010年 3月）
1.　後藤章夫、Goto （1997）の粘性係数計算法の再評価。日本地球惑星科学連合 2009
年大会、千葉、2009年 5月 16日～ 21日。
2.　小島知子、佐伯和人、後藤章夫、谷口宏充、軽量無人観測機 SKY-1を用いた阿
蘇山プルームの観測。第 26回エアロゾル科学・技術討論会、岡山、2009年 8月 19
日～ 21日。
3.　後藤章夫、市原美恵、谷口宏充、MOVE操縦基地局車の開発。日本火山学会秋
季大会、小田原、2009年 10月 10日～ 12日。
4. 小栗尚樹、宮本毅、後藤章夫、伊豆大島火山 1951年溶岩流の表面形態と石基組織。
日本火山学会秋季大会、小田原、2009年 10月 10日～ 12日。























































国際会議　発表・講演（2009年 4月～ 2010年 3月）
◦S. Yatsuzuka, M. Okuno, T. Nakamura, K. Kimura, Y. Setoma, T. Miyamoto, K.H.Kim, 
H. Moriwaki, T. Nagase, X. Jin, B.L. Jin, T. Takahashi and H. Taniguchi, 14C 
wiggle-matching of the 10th century eruption of Baitoushan volcano (China/
North Korea) [Radiocarbon Conference]（2009年 5月 31日～ 2009年 6月 5日）
ポスター（一般）
◦F.Mizobuchi, T. Kuritani, T. Yoshida, T. Miyamoto, Y. Nagahashi, H. Taniguchi, 
Water content in intraplate basalt magmas from the Longgnag area, NE China 
[American Geophysical Union 2009 Fall Meeting]（2009年 12月 14日～ 2009年
12月 18日）ポスター（一般）
国内会議　発表・講演（2009年 4月～ 2010年 3月）
◦溝淵文彦、栗谷豪、吉田武義、宮本毅、長橋良隆、谷口宏充、中国北東部・長白
山地域に産するマントル捕獲岩の記載岩石学的研究［日本地球科学惑星科学連合］
（2009年 5月 16日～ 2009年 5月 21日）ポスター（一般）
◦栗谷豪、木村純一、宮本毅、魏海泉、嶋野岳人、前野深、金旭、谷口宏充、中国北
東部・白頭山地域の台地玄武岩マグマの成因［日本鉱物科学会］（2009年 9月 8日





の 14Cウイグルマッチング［日本火山学会］（2009年 10月 11日）ポスター（一般）
その他研究活動（2009年 4月～ 2010年 3月）
白頭山 10世紀噴出物調査（フィールドワーク）1999年～現在
研究論文（2009年 4月～ 2010年 3月）
1）Intraplate magmatism related to deceleration of upwelling asthenospheric 
mantle: Implications from the Changbaishan shield basalts, northeast China. 
[Lithos, 112, (2009), 247-258] T. Kuritani, J. Kimura, T. Miyamoto, H. Wei, T. 


























































学外の社会活動（2009年 4月～ 2010年 3月）
Nature Reader Panel member of reader panel　2008年 10月～ 2010年 1月
J-DESC IODP部会執行部　執行委員　2009年 4月～現在








国際会議　発表・講演（2009年 4月～ 2010年 3月）
◦The 4th volcanic zone, petit-spot, in response to plate flexure [2009 Fall Meeting, 
American Geophysical Union]（2009年 12月 14日～ 2009年 12月 18日、アメリ
カ合衆国、サンフランシスコ）口頭（招待・特別）
国内会議　発表・講演（2009年 4月～ 2010年 3月）
◦新種の火山・プチスポットの世界的普遍性［日本地球惑星科学連合 2009年大会］
（2009年 5月 16日～ 2009年 5月 21日、千葉）口頭（招待・特別）
国内会議　主催・運営（2009年 4月～ 2010年 3月）
◦地震研究所共同利用プチスポットワークショップ（2009年 11月 30日～ 2009年 12
月 1日、日本国、東京）［主催］ワークショップのコンビナー・発起人
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2009年 4月～ 2010年 3月）
補助金、受託・共同研究費、寄附金以外の研究費　2009年 12月
　［The 4th volcanic zone, petit-spot, in response to plate flexure］
－ 216－
地球化学研究分野
研究論文（2009年 4月～ 2010年 3月）
1）Knocker catalogue of the Mineoka ophiolite belt, Boso Peninsula, Japan. [Earth 
Evolution Sciences, University of Tsukuba, 3, (2009), 3-25] Yujiro Ogawa, Ryota 
Mori, Naoto Hirano, Akiko Takahashi, Mia Mohammad Mohiuddin, Hiroshi 
Sato, Toshiaki Tsunogae, Masanori Kurosawa, Hidetsugu Taniguchi
2）Evidence for recycled plate material in Pacific upper mantle unrelated to 
plumes. [Geochimica et Cosmochimica Acta, 73 (10), (2009), 3028-3037] Shiki 
Machida, Naoto Hirano & Jun-Ichi Kimura
3）Mechanisms of low-flux intraplate volcanic fields ̶ Basin and Range and 
Northwest Pacific Ocean. [Eos Transactions AGU, 90 (22), (2009), V23B-03] 
Greg Valentine, Naoto Hirano
4）Noble gas isotopic compositions of mantle xenoliths from northwestern Pacific 
lithosphere. [Chemical Geology, 268, (2009), 313-323] Junji Yamamoto, Naoto 
Hirano, Natsue Abe, Takeshi Hanyu
5）Geochemical variation of alkaline basalts from petit-spot volcanoes in the 
Northwestern Pacific. [Eos Transactions AGU, 90 (52), (2009), V33C-2058] Shiki 
Machida, Naoto Hirano, Yasuhiro Kato, Natsue Abe
6）The 4th volcanic zone, petit-spot, in response to plate flexure. [Eos 
Transactions AGU, 90 (52), (2009), V54A-07] Naoto Hirano
7）Mechanisms of low-flux intraplate volcanic fields - Basin and Range (North 
America) and Northwest Pacific Ocean. [Geology, 38 (1), (2010), 55-58] Greg 
Valentine, Naoto Hirano
総説・解説記事（2009年 4月～ 2010年 3月）
1）プチスポット火山から期待される海洋リソスフェアの包括的理解と地質学の新展






し（Valentine & Hirano, 2010）、マグマ源の物質とマントル構造を解明（Machida, 
Hirano & Kimura, 2009）、リソスフェア内の物質収支を解明した（Yamamoto, 


























































学外の社会活動（2009年 4月～ 2010年 3月）
「東北の地域を考える」シンポジウム（東北圏広域地方計画協議会）における基調講演
2010年 2月
行政機関・企業・NPO等参加（2009年 4月～ 2010年 3月）
























科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2009年 4月～ 2010年 3月）
基盤研究B　2009年 4月～現在
［国土交通マネジメントのための都市間交通分析方法論の確立］
その他の競争的資金獲得実績（2009年 4月～ 2010年 3月）
地球規模課題対応国際科学技術協力事業 2009年 8月～現在
［氷河減少に対する水資源管理適応策モデルの開発］研究機関部局代表者
研究論文（2009年 4月～ 2010年 3月）すべて査読あり
1）Flow-Capturing Location Allocation Programming for More Effective 
and Robust Locations. [Proceedings of 11th International Conference on 
Computers in Urban Planning and Urban Management, 11, (2009), 1-14] 
Makoto Okumura, Satoshi Horiuchi
2）Quantitative Zone Classification based on Transportation Activities. [Proceedings 
of the IGU/LUCC North East Asia Conference 2009, (2009), 112-117] Makoto 
Okumura, Kazuaki Okubo, Carlos Nava Fonseca
3）A rank-size rule, produced from a hierarchical branch office location model. 
[Proceeding of the Japan-China Workshop on the Applied Regional Science, 3, 









8）Propagation of Improvement Effects of Critical Inter-city Link — The Japanese 
Decadal Change of the Available Travel Routes — . [Proceedings of the Eastern 
Asia Society for Transportation Studies, 7, (2009)] Makoto Okumura, Makoto 
Tsukai, Yusuke Kimura
9）Moped Flow Aiming Discrete Target Times. [Proceedings of the Eastern Asia 
Society for Transportation Studies, 7, (2009)] Carlos Nava Fonseca, Makoto 
Okumura
10）Empirical Analysis on Inter-regional Tourism Demand in Japan Considering 
Trip Generation. [Proceedings of the Eastern Asia Society for Transportation 
－ 221－
地域計画科学研究分野































































国際会議　発表・講演（2009年 4月～ 2010年 3月）
◦Land Cover and Land Use Changes in North East Asia, Problems of Sustainable 
Nature Management（2009年 9月、ロシア、ウラジオストク）口頭（一般）
受賞・その他特記事項（2009年 4月～ 2010年 3月）
平成 20年度建設工学研究費奨励賞
科学研究費補助金獲得実績（2009年 4月～ 2010年 3月）
基盤研究B　2009年 4月～ 2013年 3月
　［国土交通マネジメントのための都市間交通分析方法論の確立］（分担）
研究論文（2009年 4月～ 2010年 3月）
1）大窪和明・稲村肇：廃棄物リサイクル財市場における動的価格均衡と問屋の在庫
行動、2009.6、土木計画学研究・講演集（CD-ROM）、Vol.39.
2）Makoto Okumura, Kazuaki Okubo, Carlos Nava Fonseca.: Qualitative Zone 
Classification Based on Transportation Activities, 2009.9, Proceedings of the 



























































行政機関・企業・NPO等参加（2009年 4月～ 2010年 3月）
NPO法人シベリア研究所（NPO）　理事長 2006年 2月～現在
国連世界食糧農業機関（その他）　2006年 5月～現在




学位授与（2009年 4月～ 2010年 3月）
修士 1人













国際会議　発表・講演（2009年 4月～ 2010年 3月）
◦ Special Lecture “Expectation for ISTC”［ISTC DAYS］
　（2009年 6月 7日～ 2009年 6月 11日、ロシア、ウラジオストク）口頭（招待・特別）






国際会議　主催・運営（2009年 4月～ 2010年 3月）
◦Tohoku University and Russian Academy of Sciences Collaborative Research 
Promotion Workshop Jointly International Science and Technology Center 
Japan Workshop（2009年 10月 19日～ 2009年 10月 20日、日本国、仙台市）［主
催］共同主催者




その他の競争的資金獲得実績（2009年 4月～ 2010年 3月）
平成 21年度補正予算 2009年 4月～ 2010年 3月
［地球観測衛星受信解析システム］
著書（2009年 4月～ 2010年 3月）
1）Proceedings of The Tohoku University and Russian Academy of Sciences Collaborative 
Research Promotion Workshop jointly International Science and Technology 
Center Japan Workshop NANO, BIO, Environment,.［（2009）10月］Jun-ichi Kudoh, 
Yasuhiro Yukimatsu, Yukako Tokuda
研究論文（2009年 4月～ 2010年 3月）
1）Theoretical study of phase transitions in Kr and Ar clathrate hydrates from 
structure II to structure I under pressure. [J. Chem. Phys., 131, (2009), 114507]
Oleg S. Subbotin, Tatiana P. Adamova, Rodion V. Belosludov, Hiroshi Mizuseki, 
Yoshiyuki Kawazoe, Jun-ichi Kudoh, P. M. Rodger, and Vladimir R. Belosludov
2）Thermodynamics and hydrogen storage ability of binary hydrogen + help gas 
clathrate. [International Journal of Nanoscience, 8 (Nos. 1&2), (2009), 57-63] O. S. 
















































電子情報通信学会、The Institute of Electrical and Electronics Engineers （IEEE）、 
物理探査学会、日本地熱学会、資源・素材学会、Society of Exploration Geophysicists



































学内活動（2009年 4月～ 2010年 3月）
学友会陸上競技部部長 2004年 4月～現在

























国際会議　主催・運営（2009年 4月～ 2010年 3月）
・IWAGPR 2009
（2009年 5月、スペイン、グラナダ）［運営］Technical Comitee Member
・IGARSS 2009
（2009年 7月、南アフリカ、ケープタウン）［運営］Invited Session Organization
その他研究活動（2009年 4月～ 2010年 3月）
東北アジアにおける電磁波地下計測（フィールドワーク）1997年～現在
地中レーダによるウランバートルの地下水計測（フィールドワーク）1999年～現在
受賞・その他特記事項（2009年 4月～ 2010年 3月）
IEEE Fellow称号授賞
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2009年 4月～ 2010年 3月）









JST　戦略的国際科学技術協力推進事業 2008年 1月～ 2011年 12月
　［地中レーダ（GPR）による高精度地下 3次元可視化］
著書（2009年 4月～ 2010年 3月）
1）Anti-personnel Landmine Detection for Humanitarinan Demining（執筆担当部分）
Chapter 2 Principles of Mine Detection by Ground-Penetrating Radar, Chapter 
3 Development of Dual Sensors and Deployment in Mine Affeted Coutries. 
[Springer,（2009）5月] Motoyuki Sato
研究論文（2009年 4月～ 2010年 3月）
1）Profiling the Rough Surface by Migration. [IEEE Geoscience and Remote 
Sensing Letters, 6 (2), (2009),258-262] Xuan Feng, Motoyuki Sato, Cai Liu, and 
Yan Zhang
2）ALIS evaluation tests in Croatia. [SPIE Proceedings, (2009)] Motoyuki Sato, 
Jun Fujiwara and Kazunori Takahashi
3）ALIS evaluation tests in Croatia and Cambodia. [Hudem2009, (2009)] Motoyuki 
Sato, Jun Fujiwara, Takashi Kido and Kazunori Takahashi
4）レーダポーラリメトリの定量解析への応用。［ALOS-2ワークショップ、（2009）］
佐藤源之
5）New technical approaches in borehole radar for quantitative analysis of 
subsurface structures. [IWAGPR2009, (2009)] Motoyuki Sato
6）ポーラリメトリック GB-SAR の偏波校正。［電気学会　電磁界理論研究会　EMT-
09-52、（2009）］松本正芳、佐藤源之
7）HIGH RANGE RESOLUTION DIRECTIONAL BOREHOLE RADAR FOR 3-D 
FRACTURE DELINEATION. [IGARSS2009, (2009)] Motoyuki Sato, Takuya 
Takayama
8）Measurement and Analysis of paddy field by polarimetric GB-SAR. [IGARSS 
2009, (2009)] Naoki hayashi and Motoyuki Sato
9）Coherent Scatterer in Forest Environment: Detection, Properties and Applications. 
－ 233－
資源環境科学研究分野
[SAR workshop 2009, (2009)] Koichi Iribe, Konstantinos Papathanassiou, Irena 
Hajnsec Pau Prats, Motoyuki Sato
10）ALISによるカンボジアでの地雷検知評価試験。［信学技報 SANE2009-67、109 
（72）、（2009）、13-18］佐藤源之
11）偏波 GB-SARによる壁内部の計測および解析。［信学技報 SANE2009-75、109 
（72）、（2009）61-66］李ヨンジェ、佐藤源之
12）Non-destructive 3D Ground Penetrating Radar for Imaging Tree Root 
Architecture. ［ 信 学 技 報 SANE2009-76, 109 (72), (2009), 67-72］ Mahmoud 
Gaballah、Motoyuki Sato
13）A non-destructive approach to test the dielectric constant by GPR antenna 













19）Simultaneous Observation Data of GB-SAR / PiSAR to Detect Flooding in an 
Urban Area. [EURASIP Journal on Advances in Signal Processing, (Article 
ID 560512), (2010)] Manabu Watanabe, Masayoshi Matsumoto, Masanobu 
Shimada, Tomohito Asaka, Hajime Nishikawa, and Motoyuki Sato
20）F-k Filter Designs to Suppress Direct Wave for Bistatic Ground Penetrating 
Radar. [IEEE Transctions on Geoscience and Remote Sensing, 48 (3), (2010), 
1433-1444] Naoki Hayashi and Motoyuki Sato
21）奥の山古墳地中レーダー探査実験について。［埼玉県立史跡の博物館紀要、（4）、
（2010）、41-49］佐藤源之、渡辺学、井上尚明
22）A PRE-TEST APPROACH FOR SPECKLE FILTERING IN POLARIMETRIC 
SAR DATA. [電子情報通信学会 2010 年総合大会講演論文集 , A-4-1, (2010)] Jing 





24）Non-destructive estimation of dielectric constant by GPR antenna array.［電
子情報通信学会 2010年総合大会講演論文集、B-1-148、（2010）］佐藤源之、劉海
25）Numerical Simulation of Detecting of a Subsurface Cylindrical Cavity by 




27）Ultra Wideband Radiolocation of a Forest.［電子情報通信学会 2011年総合大会講
演論文集、B-2-53、（2010)］Andley Klokov, Vladimir Yakbov and Motoyuki Sato
28）Scattering Structure Discrimination Based on Spatial-Domain Polarimetric 
Characters.［電子情報通信学会 2012年総合大会講演論文集、B-2-66、（2010）］








































































国際会議　発表・講演（2009年 4月～ 2010年 3月）
◦PALSAR /単偏波庵多偏波モードによる 2008年岩手庵宮城内陸地震観測［第 45回
－ 237－
資源環境科学研究分野
（平成 20年度秋季）リモートセンシング学会］（2008年 12月 4日～ 2009年 12月 5
日、日本国、北海道 /江別市）口頭（一般）
◦災害への応用－岩手宮城内陸地震での被災地特定［ALOS-2利用ワークショップ］
（2009年 4月 20日～ 2009年 4月 21日、つくば）口頭（一般）
◦PALSAR / Polarimetryモードによる地表観測データと理論モデルとの比較［第 46 
回リモートセンシング学会学術講演会］（2009年 5月 21日～ 2009年 5月 22日、
日本国、東京）口頭（一般）
◦ALOS / PALSARを用いた 2008年岩手宮城内陸地震観測［第 120回（平成 21年度
春季）物理探査学会学術講演会］（2009年 5月 25日～ 2009年 5月 25日、日本国、
東京）口頭（一般）
◦地上設置 /携帯型 Lバンドフルポーラリメトリック散乱計の開発［SAR Workshop 
2009］（2009年 9月 25日～ 2009年 9月 25日、日本国、東京）口頭（一般）
◦フルポーラリメトリ Lバンド SARデータを用いた水害域、土砂災害域検出［ALOS2
ワークショップ］（2010年 3月 26日～ 2010年 3月 26日、東京）口頭（一般）
国内会議　発表・講演（2009年 4月～ 2010年 3月）
◦PALSAR / Polarimetry観測と、地表面粗さ推定モデルによる評価［SAR Workshop 
2008]（2008年 9月 25日、日本国、東京）口頭（一般）
◦Daily change of L-band Sigma-naught for a tree. ［ALOS Kyoto & Carbon Initiative 
Science team meeting］（2009年 1月 13～ 16日、日本国、Tsukuba）口頭（一般）
その他研究活動（2009年 4月～ 2010年 3月）
アラスカ永久凍土計測と PALSAR実験（フィールドワーク）2009年
受賞・その他特記事項（2009年 4月～ 2010年 3月）
石田記念財団研究奨励賞 2009年［石田記念財団］
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2009年 4月～ 2010年 3月）
基盤研究S　2006年 4月～ 2011年 3月
　［人道的地雷除去のためのレーダ技術とその発展的応用］
基盤研究C　2009年 4月～ 2012年 3月
　［樹木誘電率の日変化と、衛星搭載 SARによるバイオマス推定精度の向上］
その他の競争的資金獲得実績（2009年 4月～ 2010年 3月）
一般受託研究 2007年 4月～ 2010年 3月
　［情報システム及び衛星データ等を利用した北極圏研究］





2）ALOS / PALSARフルポーラリメトリモードを用いた土砂災害域検出。［信学技 
報、（2009）］渡邉学、米澤千夏、佐藤源之
3）Use of simultaneous observation data of GB-SAR / PiSAR to detect ooding 
in an urban area. [EURASIP Journal on Advances in Signal Processing, 
2010(2010) (Article ID 560512), (2010)] M. Watanabe, M. Matsumoto, M. 

























TEL / 022-795-6009　FAX / 022-795-6010
センター長・佐藤　源之




Center for Northeast Asian Studies
Tohoku University
